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※個人情報について

出願にあたって提出していただいた個人情報は、入学試験の実施および統計的集計を行うために 

利用いたします。 

【疾病・負傷や身体障がい等による受験上および修学上の事前相談について】
疾病・負傷や身体の障がい等により、受験および修学に際して特別な配慮を必要とする方は、出

願前に神奈川工科大学入試課にお問い合わせください。

神奈川工科大学入試課 TEL.046-291-3000 FAX.046－291－3001 
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建学の理念 

 

   

 

 

 

 

 

 

教育目的   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学は、広く勉学意欲旺盛な学生を集め、豊かな 

教養と幅広い視野を持ち、創造性に富んだ技術者を 

育てて科学技術立国に寄与するとともに、教育・研 

究を通じて地域社会との連携強化に努める。 

広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野 

における研究能力又はこれに加えて高度の専門性 

が求められる職業を担うための高い能力と倫理観 

を有する人材の育成を目的とする。 
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工学研究科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、 

アドミッション・ポリシー 

【ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）】 

  以下の知識と能力を培い、かつ、専攻ごとに定められた修了要件を満たす学生に「修 

士」の学位を授与する。 

（１）研究者、技術者の職業を担うために必要な専攻分野における基礎的知識・技術や応 

用的知識・技術を身につけ、それらを体系的に理解しており、かつそれらの知識や 

技術を問題解決のため活用することができる。 

（２）幅広い視野や俯瞰力から技術課題を発見したり、技術ニーズを掘り起こしたりする 

ことができる。 

（３）技術課題を設定し解決法を発案して研究を企画でき、企画した研究を実践すること 

ができる。 

（４）専門知識に基づいて自らの思考や立案の妥当性を理論的に説明し、議論することが 

でき、また、自ら遂行した研究、開発、調査等の成果を英文も含め、文章としてま 

とめることができる。 

（５）研究者、技術者として社会の健全な発展に貢献するため高い倫理観に基づいた判断 

ができる。 
 

【カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施方針）】 

  学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に基づき、下記の方針に従って教育課程を 

編成し、実施する。 

（１）専攻分野における基礎的知識・技術や応用的知識・技術を身につけるとともに、それ 

らを体系的に理解させ、その応用力を育成するために、各種講義や演習を中心とする 

基礎科目系と応用科目系からなる専攻分野のコースワークを設置する。 

（２）専門分野にとらわれない幅広い視野や俯瞰力を身に付けるため、研究科の講義によ 

る共通基礎科目群を設置する。 

（３）課題解決能力、実践的能力、プロジェクト企画力、チームワーク力等の社会人力等 

を育成するため、PBL教育を中心とする総合プロジェクトやインターンシップを設 

置する。 

（４）課題解決能力、研究企画力、実践能力、自らの思考や立案を理論的に説明して議論 

できる能力や研究、開発、調査等の成果をまとめ口頭や文章で表現する能力などの 

コミュニケーション能力を育成するため、企画立案から成果発表までの一連の研究 

活動を実行する特別研究を設置する。また、高い倫理観を涵養するために特別研究 

においては倫理教育も行う。 
 

【アドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針）】 

  本研究科では以下のような入学者を求めています。 

（１）研究者、高度技術者に必要な専門知識や技術を習得したり理論を理解するために必要な学

士課程で形成されるべき基礎的知識と能力を有する人。さらに、これらの知識や能力を活

用できる思考力を有する人。 

（２）国際交流に対応できるコミュニケーション能力の基礎を有する人。 

（３）論理的思考ができ、創造的な発明、問題の発見、問題解決に喜びを見いだせることができ、

また技術を通して社会に貢献する意欲をもち、これらを含めて明確な入学の目的をもつ人。 
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各専攻のアドミッション・ポリシー 

 

●機械工学専攻 

機械工学専攻では以下のような入学者を求めている。 

①自然や社会に受け入れられるさまざまな優れた機械製品の開発や、製造や保守、またそ

れらに関連した様々な問題の解決に貢献できる高度な機械技術者・研究者を養成するた

めに必要な、基礎知識と能力を有し、これらの知識や能力を活用する思考力と、さらに

それを達成する意欲と熱意を有する人。 

②グローバル化に対応できるコミュニケーション能力の基礎を有する人。 

③論理的思考ができ、創造的な発明、問題の発見、問題解決に喜びを見いだせることがで

き、また技術を通して社会に貢献する意欲と熱意を有する人。 

 

●電気電子工学専攻 

電気電子工学専攻では以下のような入学者を求めています。 

①研究者、技術者に必要な電気電子工学分野の専門知識やスキルを理解するために必要な

数学、電気回路、電子回路と電磁気学の基礎知識を有し、これら知識を活用できる人。 

②グローバル社会に対応する基礎力をもつ人。 

③自ら行動し、電気電子工学の問題発見・解決に喜びを見いだせることができ、研究開発

や技術発明を通して社会に貢献する意欲をもち、明確な入学の目的を持つ人。 

 

●応用化学・バイオサイエンス工学専攻 

応用化学・バイオサイエンス専攻では以下のような入学者を求めています。 

①学士課程終了時において、応用化学，バイオサイエンス分野における化学、生物、栄養

の分野に関し、物質・材料工学，環境・健康プロセス工学，生物・細胞工学，食品・栄

養工学に代表される科目に対して、必要とされる十分な基礎的知識を有している人。 

②応用化学・バイオサイエンス分野に関して、基礎的な英語能力を有している人。 

③学士卒業時において、必要とされる社会人基礎力、倫理観を身につけ、かつ、課題発見・

解決能力の基礎となるべき方法論を実践し、今後も自らに課題を課し、意欲的に学習す

ることのできる人。 

 

●機械システム工学専攻 

機械システム工学専攻では以下のような入学者を求めています。 

①機械システム工学をベースとする研究者、高度技術者に必要な情報・通信・メディアに

関する専門知識や技能を習得したり理論を理解するために必要な学士課程で形成され

るべき基礎的知識と能力を有する人。さらに、これらの知識や能力を活用できる思考力

を有する人。 

②機械・電子・情報に関する国際交流に対応できるコミュニケーション能力の基礎を有す

る人。 

③論理的思考ができ、創造的な発明、問題の発見、問題解決に喜びを見いだせることがで

き、また機械・電子・情報に関する技術を通して社会に貢献する意欲をもち、これらを

含めて明確な入学の目的をもつ人。 
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●情報工学専攻 

情報工学専攻では以下のような入学者を求めています。 

①情報をベースとする研究者、高度技術者に必要な情報・通信・メディアに関する専門知

識や技能を習得したり理論を理解するために必要な学士課程で形成されるべき基礎的

知識と能力を有する人。さらに、これらの知識や能力を活用できる思考力を有する人。 

②情報・通信・メディアに関する国際交流に対応できるコミュニケーション能力の基礎を

有する人。 

③論理的思考ができ、創造的な発明、問題の発見、問題解決に喜びを見いだせることがで

き、また情報・通信・メディアに関する技術を通して社会に貢献する意欲をもち、これ

らを含めて明確な入学の目的をもつ人。 

 

●ロボット・メカトロニクスシステム工学専攻 

 ロボット・メカトロニクスシステム専攻では以下のような入学者を求めています。 

①研究者、高度技術者に必要な専門知識や技能を習得したり理論を理解するために必要な

力学・電気電子・制御工学・情報処理・福祉工学・人間科学分野における基礎的な知識

と能力を有する人。さらに、これらの知識や能力を活用できる思考力を有する人。 

②国際交流に対応できるコミュニケーション能力の基礎を有する人。 

③論理的思考ができ、創造的な発明、問題の発見、問題解決に喜びを見いだせることがで

き、また技術を通して社会に貢献する意欲をもち、これらを含めて明確な入学の目的を

もつ人。 
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学 内 推 薦 入 試 
 

１．募集専攻および募集人員          （募集人員には一般入試を含む） 

専 攻 名  
機械工学 

専 攻 

電気電子 

工学専攻 

応用化学・ 

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ専攻 

機械ｼｽﾃﾑ 

工学専攻 

情報工学 

専 攻 

ﾛﾎﾞｯﾄ･ﾒｶﾄﾛﾆ

ｸｽｼｽﾃﾑ専攻 

募集人員 １４名 １６名 １６名 １４名 １８名 ６名 

   

２．出願資格（次の①②③をすべて満たす者） 

①本学を２０２４年３月までに卒業見込みの者。 

②本学学部在籍中の成績(各学科において)が原則として上位２分の１以上の者。 

③本学大学院を専願とする者。 

  ※成績は４年次進級時の成績を基とします。席次は卒業研究の指導教員に問い合わせてください。 

  ※学内推薦入試は専願制のため合格した場合、原則として入学の辞退をすることはできません。 

 

３．入試日程 

【Ｓ日程入試】 

出 願 期 間 
２０２３年５月２２日(月)～５月２９日(月)〈消印有効〉 

持参：２０２３年５月３０日(火)１７時００分まで 

試 験 日 ２０２３年６月７日(水) 

合 格 発 表 日 ２０２３年６月１０日(土) ＊郵送で結果を通知します 

入学手続締切日 
２０２３年６月２９日(木)〈消印有効〉 

持参：２０２３年６月３０日(金)１７時００分まで 

延納者手続締切日 
２０２３年１２月１４日(木)〈消印有効〉 

持参：２０２３年１２月１５日(金)１７時００分まで 

  

【Ｂ日程入試】 

出 願 期 間 
２０２４年２月５日(月)～２月１２日(月)〈消印有効〉 

持参：２０２４年２月１３日(火)１７時００分まで 

試 験 日 ２０２４年２月２０日(火) 

合 格 発 表 日 ２０２４年３月２日(土) ＊郵送で結果を通知します 

入学手続締切日 
２０２４年３月１４日(木)〈消印有効〉 

持参：２０２４年３月１５日(金)１７時００分まで 

 注）Ｂ日程入試には授業料等の延納制度の適用はありません。 

 

４．選孝方法（面接時間は一人約15分間） 

  面接（卒業研究に関する口頭試問を含む）、調査書（成績証明書）、推薦書等を総合的に評価し 
選考します。 
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５．試験場・集合時刻 
試験場 ：神奈川工科大学（神奈川県厚木市下荻野１０３０） 

集合時刻：受験票に記載します。 

試験室 ：受験票と一緒に送付する試験室案内にて連絡します。 
※試験日２日前になっても受験票が届かない場合は神奈川工科大学入試課に連絡ください。 

TEL.046-291-3000

６. 合格発表
受験者全員に選考結果を郵送で通知します。

Ｓ日程入試：２０２３年６月１０日（土） 

Ｂ日程入試：２０２４年３月 ２日（土） 

※学内での掲示やインターネットによる発表および電話等による問い合わせはおこないません。

７. 出願手続きの流れ （志願票は本学ホームページからダウンロードしてください。https://www.kait.jp/） 

志願票ダウンロード 

【提出書類の準備】 
事前に卒業見込証明書、調査書（成績証明書）、推薦書、ＴＯＥＩＣスコア（機械工学専攻およ

び応用化学・バイオサイエンス専攻志願者のみ）等の書類を取り寄せておいてください。  

【志願票の記入】 
本学ホームページ（学部/大学院→大学院→募集要項・提出書類）から必要書類をダウンロ

ードしてください。（https://www.kait.jp）

【検定料の支払い】 
本学入試課窓口での支払い、銀行窓口での支払いのいずれかの方法でお支払いください。

なお、銀行窓口での支払いの場合は銀行窓口備え付けの振込用紙を使用してください。 

【出願書類の提出】 
出願書類を郵送で提出する場合は各自で用意した封筒に出願書類を入れ、指定の期日ま

でに郵便局から必ず簡易書留速達で神奈川工科大学入試課宛で送ってください。なお、

入試課窓口への持参による出願も受付ます。ただし、窓口での受付は平日（月～金曜

日）の９時００分～１７時００分までです。

【出願完了】 
出願書類到着後、書類に不備・不足等がないかを確認し、問題がなければ受験票を発送しま

す。

https://www.kait.jp/
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８．検定料 
●検定料：３０，０００円（振込手数料は出願者負担）

検定料の支払方法（支払は本学入試課窓口または銀行窓口での支払いとなります）

①本学入試課窓口で支払う場合

本学入試課窓口に検定料を持参してお支払いください。

※受付時間は、平日(月曜日～金曜日）９時００分～１７時００分

②銀行の窓口で支払う場合（銀行窓口備付の振込用紙をご利用ください）

次の口座にお振込ください。

振込先銀行 預金種目

みずほ銀行 厚木支店 普通預金

口座番号 受取人口座名 金額

１３０１９７５ カナガワコウカダイガク ３０，０００円

カタカナで名前を記入→

ご依頼人（志願者氏名）

＊＊＊ ＊＊＊

ご依頼人（志願者氏名）の姓と名の間は１文字分あけて記入してください。 

●検定料の返還について

  一旦納入された検定料は原則として返還いたしませんが、下記の(1)～(3)の事由に該当する場合 

には、申請により検定料の返還を認める場合があります。なお、検定料送金に係った手数料は返還 

できません。また、返還に要する送金手数料はご負担いただきます。 

(1)検定料を納入したが、出願しなかった場合。（出願書類提出後の取消しは認めません）

(2)入学検定料を誤って納入した場合。（検定料の二重払い等）

(3)出願が受理されなかった場合。（出願期間後に出願、書類の不備、出願資格無し等）

９.出願方法
１０.本学ホームページから志願票をダウンロードし必要事項を記入後、入試課まで郵送(簡易書

留・速達)または持参してください。
提出期限が過ぎた場合は受付いたしません。

【出願書類提出締切日】 
Ｓ日程入試：2023年 5月 29日(月)<消印有効> 持参：2023年 5月 30日(火)17：00まで 
Ｂ日程入試：2024年 2月 12日(月)<消印有効> 持参：2024年 2月 13日(火)17：00まで 
<郵送の場合> 

出願書類を封筒（各自用意）に入れ、必ず「簡易書留・速達」にて郵送してください。 
なお、封筒（表面）の左下に「大学院入試出願書類在中」と明記してください。 
（送付先）〒243-0292 神奈川県厚木市下荻野１０３０ 神奈川工科大学入試課

<持参の場合> 

出願書類を封筒（各自用意）に入れ、本学入試課窓口まで持参してください。 
※受付時間は、平日(月曜日～金曜日）9時 00分～17時 00分

注 意 

(1)出願書類に不備・不足等があると受験票を発行できません。提出の際には再度確認してくださ
い。

(2)試験日２日前になっても受験票が届かない場合は、必ず本学入試課へ問い合わせてください。

(3)一旦提出した書類は、いかなる場合も返還しません。
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１０．提出書類 
〔※の提出書類は本学所定の用紙です。本学のホームページからダウンロードしてください〕 

提 出 書 類 内 容 

① 志願票※ 出願専攻等、必要事項を記入して提出してください。 

② 写真 
「写真」１枚を志願票に貼付して提出してください。 

(縦4㎝×横3㎝/上半身/脱帽/正面向き/３ケ月以内に撮影したもの） 

③ 
卒業見込 

証明書 

本学発行の卒業見込証明書。 

（今年度発行のもので出願する日の３か月以内に発行されたものに限る） 

④ 調査書 
本学発行の成績証明書 

（今年度発行のもので出願する日の３か月以内に発行されたものに限る） 

⑤ 推薦書※ 卒業研究指導教員が作成し厳封したもの 

⑥ TOEIC のスコア 機械工学専攻、応用化学・バイオサイエンス専攻志願者のみ提出 

⑦ 卒業論文の要旨 
卒論発表会で所属学科に提出している書類。 

（Ｂ日程入試で応用化学・バイオサイエンス専攻に出願する者のみ提出） 

⑧ 
検定料領収書 

（コピー可）

検定料（30,000円）の支払方法 

検定料は、本学入試課窓口、銀行窓口のいずれかでお支払いください。 

①本学入試課窓口で支払う場合

本学入試課窓口に検定料を持参してください。

受付時間は、平日(月曜日～金曜日)９時００分～１７時００分 
②銀行窓口で支払う場合（振込手数料は出願者負担）

以下の口座にお振込ください。

振込先銀行 預金種目 

みずほ銀行  厚木支店 普通預金 

口座番号 受取人口座名 金額 

１３０１９７５ カナガワコウカダイガク 30,000円 

カタカナで記入→

ご依頼人（志願者氏名） 

＊＊＊ ＊＊＊ 

ご依頼人（志願者氏名）の姓と名の間は１文字分あけて記入してください。 

⑨ その他 

＜外国人志願者＞ 

・経費支弁にかかわる書類（詳細については、経費支弁書※の“出願・提出書

類作成上の注意”をご確認ください）を提出してください。

・志願票の学歴欄には、小学校入学から記入してください。

・出願時に『住民票』か『在留カード』の写しを提出してください。なお、住

民票には在留資格、在留期間、在留期間満了日の記載を含み、出願時の３ヶ

月以内に発行されたものとします。在留カードの写しは必ず裏面の写し（記

載がない場合でも）も提出してください。

【健康診断書について】 

健康診断書の提出は必要ありません。ただし、入学後に実施する本学の健康診断を必ず受診し

てください。 
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１１．納入金 

                                         （単位：円） 
 一括納入 分割納入 

（１年分） （前期分） （後期分） 
合 計 

入学手続時 入学手続時 2024 年 10 月末 

学費 
入学金※１ ２００，０００ ２００，０００ － ２００，０００ 

授業料※２ １，０００，０００ ５００，０００ ５００，０００ １，０００，０００ 

大学委託 
徴収金 

後

援 
会

費 

入会金※１ ３，０００ ３，０００ － ３，０００ 

年会費 １５，０００ １５，０００ － １５，０００ 

同窓会入会金※３ ２０，０００ ２０，０００ － ２０，０００ 

合   計（初年度納入金額） １，２３８，０００ ７３８，０００ ５００，０００ １，２３８，０００ 

 
※１．本学学部生が学部卒業と同じ年に大学院博士前期課程に進学する場合、入学金２００，０００円と

後援会入会金３，０００円が免除されます。 

※２．学部に２０１８年度以降入学した者は学部入学時に同窓会入会金を支払っているため再度支払う

必要はありません。なお、学部に２０１７年度以前に入学した者については、同窓会入会金を支

払いますが、支払いの時期は大学院入学手続き時ではなく、学部卒業時にお支払いいただき

ます。詳しくは合格者に送付する入学手続きの手引きでご確認ください。 

注 1）２年次に支払う金額は授業料１，０００，０００円（年額）と後援会年会費１５，０００円の合計金額で

す。 

注 2）神奈川工科大学では、学債や寄付金をお願いすることはありません。 
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１２.教育課程表および研究指導内容  （記載内容は2023年度の教育課程表および研究指導内容です） 

（1）共通科目 

●教育課程表                                      （必選別：〇選択） 
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（2）機械工学専攻 

 ●教育課程表                         （必選別：◎必修、□選択必修、〇選択） 
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●研究指導内容                   
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（3）電気電子工学専攻 

●教育課程表                        （必選別：◎必修、□選択必修、〇選択） 
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●研究指導内容 
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（4）応用化学・バイオサイエンス専攻 

●教育課程表                         （必選別：◎必修、□選択必修、〇選択） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 17 

●研究指導内容 
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（5）機械システム工学専攻 

●教育課程表                         （必選別：◎必修、□選択必修、〇選択） 
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●研究指導内容 
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（6）情報工学専攻 

●教育課程表                        （必選別：◎必修、□選択必修、〇選択） 
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●研究指導内容 
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（7）ロボット・メカトロニクスシステム専攻  

●教育課程表                         （必選別：◎必修、□選択必修、〇選択） 
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●研究指導内容 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


	１．募集専攻および募集人員　　　　　　　　　　（募集人員には一般入試を含む）
	２．出願資格（次の①②③をすべて満たす者）

